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　成人脊柱変形Up to Date が特集号となった．
　「成人脊柱変形」の疾患概念がわれわれに浸透し始めたのは，
2011年SRSでSchwab が骨盤パラメータを使用して矢状面アラ
イメントを中心とした成人脊柱変形分類を発表してからであろ
う．脊椎疾患を全脊柱矢状面アライメントから判断する画期的
な分類であった．また，矯正目標値，PI－LL＞10 といった簡便
でイメージしやすいアライメント指標を示したことはわれわれ
脊椎外科医に大きなインパクトを与え，そして多くの脊椎外科
医がこの目標を目指して，多種多様な脊椎骨切り術を習得し，
そして脊椎矯正固定を行ってきた．あれから 10 年が経過し，途
中で脊椎前側方アプローチで巨大なケージを入れて矯正する
LLIF の手技や，経皮的に矯正固定をする手法も取り入れられ，
侵襲をできる限り少なくして，目的とする脊柱アライメントま
で矯正固定する手技や工夫がなされてきた．
　長大な胸椎から仙椎腸骨固定で至適なアライメントが得ら
れ，歩行や姿勢は改善し，精神的ストレスも改善するなど獲得
するものも大きいが，脊椎不撓性から生じる日常生活上の困難
さ，たとえば靴下や靴を履く，トイレでお尻を拭いたり，床に
座ってあぐらをかくなどの動作が困難になる．また，PJK，DJK
そしてロッド折損が高率に生じて再手術も多く行われている．
　本特集号では，成人脊柱変形の疫学と自然経過，そして術前
術後の QOL，また最新のナビゲーション，ロボット手術の現状
なども論述されている．
　この10年に成人脊柱変形に対するアプローチは大きく変わっ
た．また多くの経験のもと，リスク回避の方法もわかってきた．
さらにはリハビリテーションの重要性についても言及できるよ
うになった．格段の進歩を感じる．この進歩をすべて網羅して
執筆されたのがこの特集号であり，大変読みごたえのある特集
号となっていると思う．購入して損したと思う方はいないであ
ろう．
 （松山幸弘）
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